
明
治
十
七
年
白
山
均
時
柳
町
佐
官
司
桃
山
政
和
が
、
同

組
に
行
は
れ
る
尉
入
利
政
が
凶
司
任
同
入
部
の
跡
事

な
る
こ
と
を
考
開
削
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヰ
カ
ハ
ゼ
ン
ス
ケ
井
川
善
助
京
都
在
伎
の
町

人
で
加
白
押
耐
用
を
勤
め
、
一
大
明
五
年
大
坂
の
御
泌
元

を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
日
川
彦
左
衛
門
好
画
制
等
と
制
的
和

托
し
た
脈
そ
以
て
、
惣
年
十
一
月
十
四
日
版
元
を
除

き
御
扶
持
を
沼
放
さ
れ
た
。

ヰ
カ
ハ
ゼ
ン
ロ
ヲ
井
川
善
六

一
京
都
在
住
山
町

人
で
、
元
利
巾
か
ら
加
引
出耐
の
金
山
叫
御
川
を
命
ぜ
ら

れ
、
%
氷
十

一
年
七
対
校
し
た
。
次
代
市
什
J

ハ
縞
ぎ
、

叉
同
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
見
文
二
年
知
行
三
百
石
を

給
せ
ら
れ
、
天
和
元
年
授
。
延
-下
山
間
引
は
.古
代
抗
日
六

で
、
そ
の
子
に
汚
助
が
あ
っ
た
。

ヰ
キ
モ
イ
リ
弁
肝
煎

滞
政
川
代
的
問
水
の
肝

煎
で
、
そ
れ
を
引
肝
煎
と
い
ふ
の
は
収
肝
煎
の
践
で

あ
ら
う
。
こ
れ
は
能
授
に
な
〈
、
加
れ

・
越
巾
に
の

み
作
し
た
が
、
そ
れ
そ
也
〈
用
水
は
出
来
円
止
ま
っ
て

ゐ
た
。
訓
肝
煎
は
組
合
胤
又
付
民
，H
姓
巾
に
よ
っ
て

選
定
せ
ら
れ
、
収
下
利
役
人
間
話
り
剛
山
を
淀
川
し

て
、
収
作
判
中
行
の
紹
可
な
受
け
る
そ
裂
し
、
そ
の
扶

持
米
は
収
下
諮
村
か
ら
水
の
お
り
刊
に
均
例
し
て
徴

牧
せ
ら
れ
た
。

ヰ

ダ

弁

回

路
品
川
浅
井
町
に
制
す
司
令
部
町
問
。

能
管
名
跡
芯
に
、

『
二
，
宮
よ

O
引
川
村
近
L
Q
到
来

に
紡
あ
り
。
此
川
上
に
御
湖
と
て
あ
り
。
・
此
耐
の
不

動
範
怒
厳
あ
り
て
、
此
櫛
に
打
た
る
L

説
話
病
を
治

す
る
也
。
人
間
山
る
也
。
脇
に
熊
野
縦
割
の
飽
き
副
あ

り
。
別
常
凶
光
寺
と
い
う
て
提
言
宗
な
り
。
湖
水
と

い
う
て
名
茶
あ
り
。
文
此
村
の
百
姓
に
薪
四
郎
と
い

ふ
者
の
邸
内
に
、
舟
山
と
い
う
て
あ
。
。
此
小
山
の

般
に
昔
よ
り
石
の
ぽ
悩
あ
ふ
り
。
是
を
知
ち
な
ど
す
れ

ば
凶
都
あ
り
と
て
、
深
〈
隠
し
で
あ
り
。
』と
あ
る
。

ヰ
力

l
ヰ
ノ

明
治
中
に
荒
り
一
時
小
宇
井
制
限
山
分
を
溺
京
せ
し

め
、
後
又
之
を
併
せ
た
。

ヰ

ダ

井

田

珠
洲
抑
制
措
却
の
内
の
小
宇。

ヰ
ダ
カ
ン
ガ
イ
井
田
寒
涯
珠
洲
榔
良
脇
の
制

入
。
一
辿
桝
一
以
叉
は
七
左
衛
門
。
箆
泉
秩
佳
子
・冥

々
熔
・妙
々
崎
町
守
の
獄
が
あ
り
、ま
た
巡
匡
と
も
お
い

た
。
川
附
犯
の
門
に
思
び
、
多
く
行
闘
を
祭
し
ん
で
ゐ

た
が
、
文
化
七
年
J
I
月
引
六
日
六
十
入
蹴
を
以
て
残

し
た
。
そ
の
句
集
に
容
別
品
目
句
集
及
び
旅
ぶ
く
ろ
が

あ
る
。

イ
ダ
カ
ン
ガ
イ
イ
ボ
タ
シ

ユ
ウ
井
困
惑
涯
這
園田

集
稿
本
一
加
。
怨
症
が
諸
制
論
を
按
悲
し
、
叉
前

都
集
中
そ
の
好
ん
だ
利
似
を
も
包
い
た
も
の
で
あ

る。

金
貨
0

・
ヰ
ヅ
ツ
コ
バ
ン
ギ
ン

鋭
代
。ヰ

ヅ
ツ
ナ
ミ
井
筒
波

臥

奈

加
古
君
の
前
に
お

せ
る
披
を
い
ふ
。
能
積
名
跡
芯
に

『
此
の
践
に
弁
問川

被
と
い
ひ
て
名
所
あ
り
。
相
逢
披
と
も
い
へ
り
。
弁

格
改
と
も
い
へ
り
。
我
こ
そ
付
名
に
の
み
た
て
h

桜

帥
仙
の
践
し
相
合
彼
の
附
も
な
き
。
筒
井
筒
い
つ
の
名

に
の
み
ふ
る
君
の
老
に
け
ら
し
な
披
の
か
ず
/
¥
。
』

と
為
る
。

ヰ
デ
ゴ
ウ
井
手
郷

石

川
郡
の
お
郷
名
。
和
名

抄
に
、
『
石
川
郡
井
手
、
升
天
』
と
あ
る
も
の
で
あ

る
。
引
手
は
山
市
の
窓
で
、
抗
ケ
庄
府
泉
村
に
刊
川
水
の

ゐ
る
の
が
郷
名
の
起
木
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。

ヰ
デ
シ
ョ
ウ
ス
イ
井
出
松
翠

暁
年
正
水
に
作

る
。
放
は
臥
渓
又
は
渡
節
子
。
父
は
六
左
衛
門
渡
知

で
、
阿
披
侠
に
仕
へ

、
三
百
石
を
受
け
た
が
、
後
加

賀
に
浪
人
し
て
ゐ
た
。
松
窓
訟
を
山
内
餓
刈
に
尽
ぴ
、

到
文
十
年
十
一
且
滞
に
召
出
さ
れ
、
二
十
人
扶
持
を

得
て
御
住
物
役
を
勤
め
た
。
問
に
年
品
目
七
。
致
仕
の

後
協
同
に
限
尉
L
、
m
J
l
人
扶
持
を
受
け
た
。
私
自

に
草
書
抑
制
咋
が
あ
り
、
延
貸
巾
に
上
梓
せ
ら
れ
て
ゐ

る。

井
筒
小
判
銀

』
ギ

y
カ

る。

ヰ
ダ
ナ
カ
ム
ラ
井
田
中
村

天
正
九
年
入
且
十

七
日
民
法
加
が
笠
松
伯
山
内
守
に
奥
へ
た
郡
山肌に
、『今

度
者
金
子
、
乱
校
御
馳
定
令
制
腕
者
候
。
叫
品
川
(
引
附
中
村

之
内
情
阪
新
川
郎
知
行
方
、
米
経
共
に
四
拾
民
文
之

分
木
代
制
限
巾
候
刷
、
可
有
御
知
行
候
。
』
と
あ
る
。

訓
川
巾
村

ω臨
品
川州内
内
で
あ
ら
う
が
、
後
附
そ
の

t
n
宮山竹
H
向
。

ヰ
ダ
J

h
F
キ

井
田
の
開
制
限
れ
州
制
訓
川
に
在
る。

」
牛
，
夕
刻
川
。

ヰ
ダ
ハ
ラ
ヤ
マ
ブ
ン
弁
田
原
山
分

腿
島
都
到

聞
の
一
部
で
あ
る。

古
老
紀
訴
に
石
助
山
合
戦
の
こ

と
そ
叙
し
て
、『
佐
久
間
支
帯
股
怒
り
は
列
倒
阪
三
ぼ

う
が
だ
け
三
つ
路
ロ
に
て
御
座
候
。
』と
あ
る
。
明
治

に
主
り
一
時
溺
BY
の
郎
総
と
し
て
取
扱
は
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
後引
λ

到
山
に
州
問
合
せ
ら
れ
た
。

ヰ
ダ
マ
チ

薗
田
町

金
抑
の
町
名
。
も
と
村
地

で
、
附
山
の
あ
っ
た
所
を
制
樹
鮒
地
と
し
た
の
で
こ

の
町
名
が
あ
る
。

ヰ
ヅ
ツ
コ
パ
ン
キ
ン

ヰ
ナ
Z
ヤ
井
波
声
一

金
制
川
容
林
坊
般
の
宵
川
西
側

の
商
家
で
あ
っ
た
。
閥
山
私
記
に
、
資
料
七
年
七
且

七
日
呑
林
坊
間
の
高
井
彼
屋
と
徳
光
康
と
の
間
商
家

へ
、
惣
惜
別
磁
の
設
か
ら
日
中
鼠
協
し
く
聞
で
、
人・
4

泊
銚
う
た
が
拍
畑
一
見
町
加
し
て
脊
慨
を
緩
め
た
か
ら
、

町
曾
幅
削
へ
届
出
た
と
あ
る
。

イ
ノ
イ
へ
ゴ
ウ
井
家

郷

加

賀
郡
の
古
郷
名。

和
名
抄
古
引
日
本
に
、
『
加
到
榔
列
家
、
お
乃
以
伯
』
と

し
た
・
も
の
で
、
印
本
に

『
石
川
榔
弁
家
、
弁
乃
以
伯』

と
し
た
の
は
却
を
絞
っ
て
ゐ
る
。
後
世
井
上
庄
が
あ

ヰ
ノ
イ
へ
シ
ョ
ウ

井
家
庄
河
北
都
に
在
っ
た
o

m
m
鑑
佐
久
元
年
抗
且
十
二
日
の
侠
に
、『
加
白
凶
升
，

a

在
地
…
肌
云
々
。
』
尚
山
宮
刑
似
瀞
巾
記
録
安
点
二
年

四
且
八
日
臨
時
祭
の
能
に
、『畑
山
少
人
刻
家
庄
上
総
公

子
息
。
』
親
元
日
氾
文
明
八
年
十
周
十
七
円
に
、
『
ド

河
限
川
町
山
人
道
永
門
二
保
山
間
御
家
間
加
州
引
家
陀
術

家
職
半
分
舛
抽
出
野
保
御
代
官

m
m去
士

ν

』
同
町
川
町
正

二
年
九
且
十
六
日
に
、
『
勅
修
寺
御
家
鎖
加
州
弁
家
正

御
代
官

mm一E
・4
0
』
な
ど
h
見
え
る
。

ヰ
ノ
イ
へ
ノ
リ
カ
h
F

井
家
範
方

源
相
a

同
日
貨
即

時師永
二
年
五
月
こ
日
の
僚
に
、『
加
お
闘
の
住
人
引
到
来

ご
郎
総
方
、
十
七
駒
山
勢
に
て
制
上
の
松
の
山
間
ま
で
、

返
合
/

¥
4
2
一
度
主
で
散
止
に
峨
け
る
が
、
大
勢
に

彼
取
総
て
範
方
終
に
討
れ
に
け
り
。
』
と
あ
る
。
閉
山
方

は
河
北
川
釘
上
庄
の
人
で
あ
ら
う
。

ヰ
ノ
ウ
へ
カ
ズ
モ
ト
井
上
和
索

泊
聯
此
太
郎

隣
太
夫
・勘
助
。
品
開
二
町
石
。
御
預
地
方
御
用
・御
大

小
狩
訪
問
か
ら
漸
く
臨
ん
で
御
川
印
刷
世
間
に
主
力
、
天

明
六
年
政
百
石
を
加
へ
、
見
政
元
年
御
口
間
約
奉
行
を

従
ね
、
二
年
残
し
た
。

ヰ
ノ
ウ
へ
ゴ
ン
ザ
エ
モ
ン
井
上
権
左
衛
門
初

め
て
前
川
利
長
に
仕
へ
て
作
刊
石
キ
・受
け
、
大
坂
刊

役
に
m阿日出
口
で
泊
三
つ
を
加
盟
、
制
五」
l
紋
・

時
限
を

質
問
せ
ら
れ
、
後州

mm布
を
加
へ
た
。
子
担
品
川
々
出

に
μ
U

へ
る
。

ヰ
ノ
ウ
へ
サ
Z

モ
ン
井
上
左
衛
門

義
絞
記
に
、

『
あ
ら
ち
の
山
を
川
で
組
前
同
へ
い
り
給
」
o
あ
ら

ち
の
山
の
北
の
こ
し
に
、
若
狭
へ
か
よ
ふ
道
あ
り
。

の
う
み
山
に
行
み
ち
も
あ
り
。
そ
こ
を
三
の

口
と
ぞ

巾
け
る
。
時
前
の
附
の
住
人
つ
る
が
の
兵
衛
、
加
れ

闘
の
他
人
引
土
左
衛
門
耐
人
承
て
、
あ
ら
ち
町
山
山

闘
尽
を
こ
し
ら
へ
て
云
々
。
』
と
あ
る
。
錠
ず
る
に
、

九
二
九

弁
筒
小
判
金

↓
キ
Y
カ


